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Ⅱ 会計事務所システムとの連携による電子納税 

 

１．会計事務所システム(ＴＰＳ１０００、ＴＰＳ２０００)で作成した、法人税・消費税等の納付デー

タを読み込んで電子納税することができます。 

 （注）会員利用型ｅ－ＴＡＸグループ通算を利用して法人税等の電子申告を行っている場合、「第 10

章 会員利用型ｅ－ＴＡＸグループ通算との連携」を参照してください。 

 

２．以下の順に処理します。 

国税、地方税の(3)～(9)の処理は、それぞれの税目ごとに分けて処理を行います。 

 

(1) 会計事務所システムで電子納税データの作成 

 

(2) 電子納税データの読み込み 

 

      【国税（法人税、消費税等）】           【地方税（都道府県民税等）】 

(3) 電子納税データの確認(※)  (3) 電子納税データの確認 

 

(4) 国税受付システムへの送信(※)  (4) 地方税ポータルシステムへの送信 

 

(5) 納付区分番号通知の確認  (5) 納付情報の確認 

 

(6) インターネットバンキングで納付 

 ／ダイレクト納付 

 ／クレジットカード納付 

 

(6) インターネットバンキングで納付 

 ／ダイレクト納付 

 ／クレジットカード納付 

 

(7) 納付済メッセージの確認  (7) 納付情報(納付済)の確認 

 

(8) ﾀﾞｲﾚｸﾄ納付完了通知の確認 

 ／ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ納付手続完了通知の確認 
 (8) 納付結果通知の印刷 

 

(9) 完了報告書の印刷  (9) 完了報告書の印刷 

 

※国税の電子納税については、会計事務所システムからの連携データに、申告書の受付番号が含ま

れている場合（電子申告後に連携データを作成している場合）、申告書の電子申告時に発行され

た納付区分番号通知で電子納税します。この場合、(3)と(4)の処理はありません。 

 

（注） ダイレクト納付後、納付結果を確認してください。 

 ダイレクト納付後（即時納付の場合はダイレクト納付の指示後、期日指定納付の場合は納付日到来

後）、速やかに納付結果を確認してください。残高不足等の理由により、エラーになっている場合が

あります。 

なお、国税受付システムや地方税ポータルシステムにメールアドレス登録している場合、ダイレク

ト納付の処理結果（完了、エラー等）をメッセージボックスに格納した旨の通知が届きます。 
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(1) 会計事務所システムで電子納税データの作成 

    会計事務所システムで連携データを作成します。 

①法人税、消費税、法人都道府県民税・事業税、法人市町村民税 

会計事務所システム（TPS1000）の「841 ＴＫＣ電子納税かんたんキットへのﾀﾞｲﾚｸﾄ納付・電子納税

データの作成」で納付データ（納付書データ）を作成します。 

②所得税、消費税（個人） 

会計事務所システム（TPS2000）の「731 ＴＫＣ電子納税かんたんキットへのﾀﾞｲﾚｸﾄ納付・電子納税

データの作成」で納付データ（納付書データ）を作成します。 

 

（解説）オンラインデポサービス（ＴＫＣデータセンターを介して会計事務所とデータ連携する機能） 

 オンラインデポサービスを利用するためには、「オンラインデポサービス利用設定」を行う必要が

あります。未設定の場合は以下の手順で設定できます。 

 ① [スタート]→[すべてのアプリ]→[ＴＫＣ システム]を選択します。 

 ②「オンラインデポサービス利用設定」を選択します。 

 

(2) 【国税】電子納税データの読み込み 

 ①ＴＫＣ電子納税かんたんキットを起動し、初期画面で［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

  「法人・納税者の選択／納税者の登録」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1) 会計事務所システムで作成した電子納税データを使用して電子納税を行う法人・納税者を選択し、

［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

  2) なお、会計事務所から、ＴＫＣデータセンターに電子納税のデータが届いている場合は、次のメ

ッセージが表示されます。［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

上記メッセージが表示された場合は、一覧画面の「会計事務所からのダイレクト納付または電

子納税のデータ」欄に「有」と表示されている法人または納税者を選択し、［ＯＫ］ボタンをク

リックします。 
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②「業務の選択」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1)会計事務所から、ＴＫＣデータセンターに電子納税データが届いている場合は、次のメッセージ

が表示されます。［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  2) メニュー「541 消費税・法人税・地方法人税・復興特別法人税」を選択します。 

 

 

 ③次の画面が表示されます。 
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1)読み込み画面が表示されない場合は、「データの指定」で「新規データ（会計事務所システ

ム(TPS1000)から読込）」を選択します。 

2)電子納税データが格納されたＵＳＢフラッシュメモリ等をセットします。セット後、読込元

ドライブを指定します。 

3)読み込んだ電子納税データが表示されます。確認後、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

4)会計事務所から、ＴＫＣデータセンターに電子納税データが届いている場合は、以下のメッ

セージが表示されます。［ＯＫ］ボタンをクリックすると、ＴＫＣデータセンターから電子

納税データを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

      ※ＴＫＣデータセンターに電子納税データが届いている場合でも、納付手続が完了していな

い税目がある場合は、ＴＫＣデータセンターからの読み込みは行いません。納付手続を完

了後、再度、読み込んでください。 

       なお、納付手続が完了していない税目について納付手続を行わずに、ＴＫＣデータセン

ターから読み込みを行う場合は、以下のいずれかの方法で、ＴＫＣデータセンターから電

子納税データを読み込めます。 

       

      【方法１】：①「業務の選択」画面に戻ります。 

②「業務の選択」画面上部の［電子納税の履歴］をクリックします。 

③「電子納税の履歴」で、該当のデータを選択した後、［F5 納税中止］を

押し処理を中止します。 

     【方法２】：①「データの指定」欄で「新規データ」をクリックします。 

②「ＵＳＢフラッシュメモリ等からの読み込み」画面が表示されますので、

「読込元ドライブ」欄で「ＴＫＣデータセンター」を指定して読み込み

ます。 

 

5)納付方法の選択画面が表示されますので、利用する納付方法を選択します。 

 なお、納付指示前までは、変更できます。 
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 ④次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)読み込んだ電子納税データが税目ごとに分かれて一覧表示されます。 

2)過去の電子納税の履歴を確認する場合は、画面上部の［電子納税の履歴］ボタンをクリック

します。 

        3)税目ごとに電子納税を行います。電子納税する税目を選択して、［ＯＫ］ボタンをクリック

します。（以降、「法人税」の電子納税を例に説明します。） 

 

(3) 【国税】電子納税データの確認 

  会計事務所システムから連携したデータに、申告書の受付番号が含まれている場合（電子申告後に

連携データを作成）と、申告書の受付番号が含まれていない場合（電子申告前に連携データを作成）

とで、電子納税のプロセスが異なります。 

 

  ・連携データに申告書の受付番号が含まれている場合 

   申告書の電子申告により発行された納付区分番号通知を受信して電子納税します。 

   →「①連携データに申告書の受付番号が含まれている場合」へ 

 

  ・連携データに申告書の受付番号が含まれていない場合 

   連携した納付金額に基づき納付書データを送信して電子納税します。 

   →「②連携データに申告書の受付番号が含まれていない場合」へ 



－ 第４章 ＴＫＣシステム連携による電子納税－ 

- 93 - 

 ①連携データに申告書の受付番号が含まれている場合 

1)次の電子納税のプロセス画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   a.矢印の方向に、処理を行います。 

   b.｢F4 データ選択｣で、税目選択の画面に戻ります。 

   c.［１．納付区分番号通知の確認］ボタンをクリックします。 

 

  2)国税受付システムにログインし、メッセージボックスの「納付区分番号通知」（税理士（税理士

法人）申告書を電子申告したことにより発行された納付区分番号通知）を、確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   a.独自の暗証番号を入力した後、［国税受付システムへのログイン］ボタンをクリックします。 
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  3)メッセージボックスの「納付区分番号通知」（税理士（税理士法人）が申告書を電子申告した後

に格納される通知）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.納付区分番号通知を確認した後、[F3 次処理へ] を選択し、次プロセスへ進みます。 

 

※以降の納付処理から完了報告書の印刷処理まではＴＫＣ電子納税かんたんキットで共通の処

理となります。５７頁～６６頁を確認ください。 

 

 ②連携データに申告書の受付番号が含まれていない場合 

  1)次の法人税の電子納税プロセス画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.矢印の順番で電子納税処理を行います。 

b.［F4 納付書選択］ボタンで上記③の「会計事務所で作成した納付書データの一覧」画面に戻

ります。 

c.［１．法人税の納付書データの確認］ボタンをクリックし、電子納税データを確認します。 
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  2)次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.必ず、内容を確認してください。誤りがある場合は、会計事務所システムで電子納税データ

を再作成します。 

b.確認後、［F3 次処理へ］ボタンをクリックし、国税受付システムへの送信処理に進みます。 

 

※国税受付システムへの送信処理から、完了報告書の印刷処理まではＴＫＣ電子納税かんたん

キットで共通の処理となります。５６頁～６６頁を確認ください。 

 

 

(4) 【地方税】電子納税データの読み込み 

 ①「業務の選択」画面で、メニュー「631 法人都道府県民税・事業税等、法人市町村民税」を選択し

ます。 
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 ②次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)読み込み画面が表示されない場合は、「データの指定」で「新規データ（会計事務所システ

ム(TPS1000)から読込）」を選択します。 

2)電子納税データが格納されたＵＳＢフラッシュメモリ等をセットします。セット後、読込元

ドライブを指定します。 

3)読み込んだ電子納税データが表示されます。確認後、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

4)会計事務所から、ＴＫＣデータセンターに電子納税データが届いている場合は、以下のメッ

セージが表示されます。［ＯＫ］ボタンをクリックすると、ＴＫＣデータセンターから電子

納税データを読み込みます。 

 

 

 

 

 

      ※ＴＫＣデータセンターに電子納税データが届いている場合でも、納付手続が完了していな

い税目がある場合は、ＴＫＣデータセンターからの読み込みは行いません。納付手続を完

了後、再度、読み込んでください。 

       なお、納付手続が完了していない税目について納付手続を行わずに、ＴＫＣデータセン

ターから読み込みを行う場合は、以下のいずれかの方法で、ＴＫＣデータセンターから電

子納税データを読み込めます。 

      【方法１】：①「業務の選択」画面に戻ります。 

②「業務の選択」画面上部の［電子納税の履歴］をクリックします。 

③「電子納税の履歴」で、該当のデータを選択した後、［F5 納税中止］を

押し処理を中止します。 

     【方法２】：①「データの指定」欄で「新規データ」をクリックします。 

②「ＵＳＢフラッシュメモリ等からの読み込み」画面が表示されますので、

「読込元ドライブ」欄で「ＴＫＣデータセンター」を指定して読み込み

ます。 
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 ③次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)読み込んだ電子納税データが税目ごとに分かれて一覧表示されます。 

2)過去の電子納税の履歴を確認する場合は、画面上部の［電子納税の履歴］ボタンをクリック

します。 

        3)税目ごとに電子納税を行います。電子納税する税目を選択して、［ＯＫ］ボタンをクリック

します。 

 

(5) 【地方税】電子納税データの確認 

 ①地方税の電子納税プロセス画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)矢印の順番で電子納税処理を行います。 

2)［F4 終了］ボタンで上記(4)③の「会計事務所で作成した納付書データの一覧」画面に戻り

ます。 

3)［１．納付データの確認］ボタンをクリックし、電子納税データを確認します。 

4) 初めてメニューを利用する際は、納付方法の選択画面が表示されますので、「インターネッ

トバンキング」を選択します。２回目以降は、前回の納付方法が初期選択されます。 
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（解説）納付方法の選択 

初めてメニューを利用する際は、「納付データの確認」時に、納付方法を選択します。

また、２回目以降は、前回の納付方法が初期選択されます。 

なお、納付指示前までは、上記画面の「納付方法」欄の[変更]ボタンで納付方法を変更で

きます。 

 

 

 

②次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)必ず、内容を確認してください。入力不可項目（データ連携項目）に誤りがある場合は、会

計事務所システムで電子納税データを再作成します。 
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2)明細一覧をダブルクリックすると、納付先ごとの明細情報を入力(確認)できます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)確認後、［F3 次処理へ］ボタンをクリックし、地方税ポータルシステムへの送信処理に進み

ます。 

 

※地方税ポータルシステムへの送信処理から、電子納税完了報告書の印刷処理まではＴＫＣ電

子納税かんたんキットで共通の処理となります。７０頁～７９頁を確認ください。 


